
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       ＨＰアドレス http://www.kita9.ed.jp/kirigaoka-j/ 

＜校訓＞ 

「自主」自ら学び正しい行動ができる生徒 

                      「明朗」明るくあいさつできる元気な生徒 

                      「努力」くじけず目標に向かって頑張る生徒 

☆ 部活動集大成の夏、目指せ完全燃焼！ 

― 夏の大会・コンクールなど 日程決まる！ ― 
 いよいよ本格的な夏、中学校部活動の成果発表の機会が目白押しです。運動部では

６月３０日（土）から小倉北区の大会を皮切りに、勝ち上がれば、北九州市大会、福

岡県大会、九州大会へと続く中体連の大会が開催されます。（一部の部活動は、すで

に開催済み。）文化部では、吹奏楽部が吹奏楽コンクールに出場します。 

 これまでの活動では、保護者はもちろん、顧問の先生方や仲間達などたくさんの人

に支えてもらって今日の日を迎えています。そんなすべての方々への感謝の気持ちを

忘れず、自分たちがかけてきた情熱と時間を信じ、精一杯力を発揮してください。 

 

小倉北区大会      （期日）            （予定会場） 

 ○柔道部     ６月３０日（土）         小倉北柔剣道場 

○卓球部     ７月１５日（日）         小倉北体育館 

○剣道部     ７月 ７日（土）         小倉北体育館 

○バレー部    ７月１４日（土） １５日（日）  篠崎中 

○バスケット部  ７月 ７日（土）  ８日（日）  足立中 西南女学院中 

○野球部     ６月３０日（土）  １日（日）  霧丘中  

○ソフトテニス部 ６月３０日（土）  ７日（土）  三萩野庭球場 

○サッカー部   ７月 ７日（土）８日（日）１４日（土）   思永中 

＊バドミントン  ６月３０日（土）  １日（日）  板櫃中 

市内大会 

○陸上部     ７月１５日（日） １６日（月）  鞘ヶ谷競技場 

○吹奏楽部    ７月２９日（日）吹奏楽コンクール ソレイユホール   

＊水 泳     ７月１５日（日）         文化記念プール 

 

※バドミントン・水泳は部活動ではありませんが、中体連登録をした上で、

霧丘中学校の代表として出場します。 

※日時・会場等の詳細は、各部活動顧問にご確認ください。 

※応援に行く場合は、必ず標準服で行くこと。また、その場面は、日頃の 

学校生活の延長でもあります。霧丘中の生徒としての自覚ある行動をとっ 

てください。 

＜保護者の皆様へ＞ これまで、霧丘中部活動へのご理解ご協力、本当にありがとう

ございました。顧問と共に迎える最後の大会。どうか応援よろしくお願いいたします。 

北九州市立霧丘中学校 学校通信 

われら若者 ＮＯ，９４ 

平成３０年６月２９日 校長 篠崎 政義 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   たくさん収穫できた！   七福神の衣装を借りて！   これから乾燥させます！ 

 

 

 

 

 

 

 

   こうやって苗植えるの？  よろしくおねがいします！ 雨ニモマケズ 田んぼへ！ 

 

 

 

 

 

 

 

  納屋の中でも和気あいあい！  皆でそば打ち体験！   収穫した玉ねぎを仕分ける！ 

   

【農村民泊体験学習を終えて】 

  僕たちがお世話になった高嶋さんはみかん畑を持っていたそうですが、それは900坪もあっ

たそうです。それを一人で管理するのは心も体もとてもきつかったそうです。農業をするのは心

身ともに強くなければいけないことがわかりました。二つ目は民宿業で、1番大切なのはお客さ

んへのおもてなしだということです。玄関のスリッパ、ドアの状態。庭の除草までお客さんが少

しでも楽しい時間を過ごせるよう様々な工夫をしていました。民宿業に限らずどんなことにも人

をもてなす心は大切だと学びました。そんな苦しい農業や民宿業にもうれしいことがあるそうで

す。農業はその作物がきちんと育った時、またそれを消費者が喜んで食べてくれるところを見る

と喜びを感じるそうです。民宿業は、自分が一生懸命おもてなしをしたお客さんがもう一度やっ

てくることだそうです。僕は今回の農泊で農業の大変さや人をもてなす大切さなど色々なことを

学びました。高嶋さんの体験を聴いて身にしみるものもありました。今回の農泊で学んだことを

生かしこれからの学校生活を過ごしたいと思います。（２年４組 前田直太郎） 

 


